
1 

 

 令和４年度 青少年関連事業について 

◎令和４年度の青少年健全育成事業の基本的方向性 

 
 
 
 
 
 

① 子ども工作教室 

＜第１回＞クリームマーブリングアート 

日程：令和 4 年 8 月 11 日（祝）13 時 30 分～16 時 

場所：松山市民活動センター大会議室 

対象：小学１～６年生の子どもと保護者  人数：親子 15 組（36 名） 

講師：絵子猫氏（東松山市應援團員／イラストレーター） 

 

 

 

 

 

＜第２回＞コロコロ迷路 

日程：令和 4 年 10 月 29 日（土）13 時 30 分～16 時 

場所：松山市民活動センター大会議室 

対象：小学１～６年生の子どもと保護者  人数：親子 13 組（27 名） 

講師：岡 典明氏（造形作家） 

  

 

 

 

   

 

＜第３回＞ゆらりんツリー作り 

日程：令和 4 年 12 月 17 日（土）13 時 30 分～16 時 

場所：松山市民活動センター大会議室 

対象：小学１～６年生の子ども       人数：16 名 

講師：中林 祐子氏（造形ワークショップ指導員） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 青少年健全育成事業 

 

青少年健全育成に関する取組の充実 

資料１ 
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＜成果・感想等＞ 

・ 初めて体験する描画方法や造形あそびを体験し、活動を通して子どもたち自身が自由に考え、様々な発見を

し、楽しむ姿が見られた。 

・ 第１回子ども工作教室（８月）は、クリームマーブリングアートを実施した。シェービングフォームに水を足した

クリームに絵の具を入れて、色の混ざり合いからできるマーブル模様を楽しみ、泡の感触を体感した。 

「クリームを思いっきりさわって楽しかった」、「泡と絵の具でいろいろなアートになってすごかった」といった声が聞か

れた。 

・ 第２回子ども工作教室（10 月）では、コロコロ迷路作りを実施した。迷路を描いた木の板に釘を打ち、ビー

玉を転がして迷路を辿り、ビー玉と釘が当たる音を楽しんだ。 

釘打ちが初めての子が多く、「緊張しながらも楽しかった」との声が多く上がった。また、「親子でアイデアをいろい

ろ出し合い、いつも以上に会話ができた」との感想もいただいた。 

・ 第３回子ども工作教室（12 月）では、ゆらりんツリー作りを実施した。セロハンを飾り、光をあてて映し出され

たツリーの姿に喜んでいた。また、自分の作品だけでなく、お友達の作品を褒め合う様子も見られた。 

 

② ふれあいハイキング 

 日程：令和 4 年 7 月 30 日（土）8 時 30 分～12 時 30 分   場所：鐘撞堂山（大里郡寄居町） 

対象：小学 3 年生～中学 3 年生の子どもと保護者  人数：8 組（16 名：子ども 8 名・保護者 8 名） 

引率：大山 光一氏（東松山市應援團員／アルピニスト）、山学同人比企（3 名） 

松山高校山岳部（1 名）、子ども家庭部次長、子育て支援課（3 名）、生涯学習課（1 名） 

 

 

 

 

 

 

  ＜成果・感想等＞ 

子どもが元気に登りきれたことを喜ぶとともに、山頂からの景色や沢の冷たい水に感動する声が上がった。 

 

③ 子育て支援事業への中学生、高校生ボランティアの参加 

    新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ボランティアの参加は中止 

 

④ 赤ちゃん抱っこ体験 

・ 令和 5 年 1 月 27 日（金）、31 日（火） 対象：東中学校の生徒 

     ・ 令和 5 年 3 月  1 日（水）           対象：北中学校の生徒 

      内容：オンラインを使った赤ちゃん抱っこ体験（感染状況により対面実施も検討） 

 

⑤ 東松山市青少年相談員協議会活動（埼玉県委嘱団体） 

・ わんぱくキッズ 

日程：6 月 19 日（日）～令和 5 年 2 月 12 日（日）（全 6 回）   

対象：市内小学校の 4～6 年生及び中学生 人数：30 名（小学生 28 名、中学生 2 名） 

内容：レクリエーション 

     ・子ども会行事活動依頼 1 件 
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＜外面＞ 

 

 

 

 

① 青少年健全育成啓発活動 

 市民の青少年健全育成に対する意識を高めること及び青少年に対し、地域の大人たちが見守っていることを意

識づけることで青少年の非行防止を図ることを目的として、内閣府や埼玉県が定めている青少年の健全育成に関

する各強調月間（7 月「青少年の非行・被害防止全国強調月間」、11 月「子供・若者育成支援強調月間」・

「家族の週間」・「いじめ撲滅強調月間」）において、重点的に行った。 

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、非接触型の啓発活動を実施した。 

 

（ア）【7 月】「青少年の非行・被害防止全国強調月間」（７月 1 日～31 日） 

         内 容：リーフレット及びチラシの配布、その他媒体による周知・啓発 

 協力団体：青少年育成推進員会、自治会、商店会等 30 団体 

       取組結果：チラシやリーフレットの回覧、チラシラックやカウンター等の活用による配架、各団体役員間での

情報共有 等により、周知・啓発活動を行っていただいた 

 

・ 身近に潜むトラブルから自分を守ろう（青少年育成埼玉県民会議作成のリーフレット） 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

・ 守りたい大切な自分大切な誰か（警察庁作成チラシ） 

 

 

 

 

 

 

  

 

                       

            

 

 

 

 

２ 非行防止・環境美化事業 

＜内面＞ 

＜表面＞ ＜裏面＞ 
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 ・ 高坂駅デジタルサイネージを活用した周知・啓発 

 

 

 

 

 

 

・ 広報ひがしまつやま（7 月号 22 ページ）       

・ 市ホームページへ掲載 

 

（イ）【11 月】「子供・若者育成支援強調月間」（11 月 1 日～30 日）及び 

「家族の週間」（11 月第 2 日曜日～第 4 日曜日の前日） 

内 容：市内在学の中学生、高校生へ啓発物品(ロゴ入りウェットティッシュ)の配布 

配布先：市立中学校 5 校(松山中学校、南中学校、東中学校、北中学校、白山中学校) 

県立高等学校２校（県立松山高等学校、県立松山女子高等学校） 

私立中・高等学校 (東京農業大学第三高等学校附属中学校・東京農業大学 

第三高等学校)   

       

     （ウ）【11 月】「いじめ撲滅強調月間」（11 月 1 日～30 日） 

             内 容：市広報・市ホームページによる周知・啓発 

 ・ 広報ひがしまつやま（11 月号 24 ページ）    

・ 市ホームページへ掲載 

 

（エ）【7 月～2 月】パトロール活動 

内 容：東松山駅又は高坂駅周辺のパトロール活動 

       7 月～11 月：協力団体・東松山市青少年育成推進員・事務局 

     12 月～2 月：東松山市青少年育成推進員・事務局 

実施日：毎月第３日曜日は家族の日であることから、毎月第３金曜日を中心に実施 

        7 月・8 月は強調月間及び夏休み期間のため、月 2 回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 東松山市青少年育成推進員会（埼玉県委嘱団体）の活動 

朝のあいさつ運動  5 月～3 月 

・南中学校 第１、第３月曜日  ・東中学校 第２、第４木曜日  ・北中学校 第２、第４金曜日 

 

③ 東松山警察署少年非行防止ボランティア連絡会少年指導員による街頭活動への参加 

     市職員 1 名参加 

７月１５日 （金） 東松山駅

７月２２日 （金） 高坂駅 参加団体： ９団体 参加者： 団体 １４名 事務局 ６名

８月　５日 （金） 東松山駅 参加団体： ７団体 参加者： 団体 １２名 事務局 ４名

８月２６日 （金） 高坂駅 参加団体： ６団体 参加者： 団体 １０名 事務局 ６名

９月１６日 （金） 東松山駅 参加団体： ６団体 参加者： 団体 １４名 事務局 ２名

１０月２１日 （金） 高坂駅 参加団体： ７団体 参加者： 団体 １１名 事務局 ３名

１１月１８日 （金） 高坂駅 参加団体： ６団体 参加者： 団体 １３名 事務局 ３名

１２月１６日 （金） 東松山駅 参加団体： １団体 参加者： 団体 　５名 事務局 ３名

１月２０日 （金） 東松山駅 参加団体： １団体 参加者： 団体 　５名 事務局 ５名

２月１７日 （金） 東松山駅

悪天候のため中止


